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治
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２３

治
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９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
申立人法定代理人親権者母
田中　浜子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
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斉藤　花子
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治
タイプライタ
相手方は申立人を認知するとの調停及び審判を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人の母は、申立外斉藤＊＊と平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻したが、
平成＊＊年＊＊月頃から夫婦間は不和となり、平成＊＊年＊＊月＊＊日別居
することになった。
２　申立人母は別居後、相手方の会社にアルバイトすることとなり、相手方
と知り合い、平成＊＊年＊＊月から同居生活するに至り、平成＊＊年＊＊月
＊＊日相手方の子である申立人を出産した。しかし、申立人母と申立外斉藤
＊＊との離婚手続が遅れたため申立人の出生は、離婚後３００日以内となり
、申立人は斉藤＊＊の子として戸籍に入籍されることとなった。
３　申立人母は斉藤＊＊とは、事実上の離婚状態にあり、申立人は同人との
間の子で＊＊月＊＊日に協議離婚することができたが、その直後がら行方不
明となり親子関係不存在確認を求めることができなくなったため、本申立を
なしたものである。なお、申立人母は相手方とは平成＊＊年＊＊月＊＊日に
婚姻した。




